
更  生  保  護  施  設

令和5年4月28日
ホテルニューオータニ鳥取にて式典

※この事業は、競輪の補助を受けて実施しました

更生保護法人　鳥取県更生保護給産会
〒680-0824 鳥取市行徳3丁目815番地

〔TEL〕0857-22-4884（FAX兼）
〔Email〕tottori.kyusankai＠ncn-t.net

給産会から見た久松山

鳥取県更生保護給産会

地域の人々と共に

新施設落成のしおり



ご 挨 拶

更生保護法人鳥取県更生保護給産会
理事長　霜 村　哲 男

新施設の概要

名　　称　　更生保護法人鳥取県更生保護給産会

所  在  地 　鳥取市行徳３丁目８１５番地

建物構造　　鉄骨造３階建

延床面積　　８１８．９５㎡

定      員　　20名（男子成人18名・男子少年2名）

1階

1.利用者の身体機能低下に対応するため全館バリヤフリー化

2.高齢者・障がい者に対応した専用エレベーター・居室等の整備

3.事務所、収容棟、職員宿舎、集会室等の一棟化による処遇機能の効率化

4.処遇専用室の設置による個人面談および各種処遇プログラムの充実化

5.食堂、談話室、図書室の設置による憩いの空間の複数化

6.災害非常時の一時的防災拠点

7.会議室等の開放による地域住民及び関係機関との交流促進

事務室、宿直室、相談室、居室１（身障者用）、食堂、厨房、トイレ

浴室、応接室、書庫　他

居室4（内少年用2室）（1室1名）、居室1（身障者用）、静養室1（畳）

会議室（地域開放・防災拠点型ホール）、多目的室、談話室、文書庫

トイレ、洗濯室　他

居室14（1室1名）、洗面所、トイレ、洗濯室、職員宿舎　他

　平素より、更生保護法人鳥取県更生保護給産会の更生保護事業に対し、ご指導

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度の全面改築に際し、更生保護事業振興財団や公益財団法人JKAをはじ

め、県及び県内の全市町村、更生保護関係者さらには地元自治会や仏教会等多方

面の多くの方々からご支援を賜りましたことに心から感謝を申し上げます。

　当会は、明治32年１月鳥取市三軒屋の民家を借り上げ、鳥取県出獄人保護会を

創設し、収容保護事業を開始して以来、120年の歳月を経て今日に至っています。

昭和54年に旧施設を建設して40余年経過し、老朽化による安全面の問題に加え、

プライベートへの配慮（居室の複数人使用）やスペース狭隘のため処遇に支障を

きたすなどの問題を抱えていたところ、第６次施設整備計画により令和４年度の

全面改築が決定しました。

　平成30年に改築準備委員会を立ち上げ、準備を進めてまいりました。しかし新

型コロナウイルスによる物流の停滞や材料の高騰等により、資金計画や設計を見直

し、事業費の抑制に努め、このほど竣工し、事業を再開する運びとなりました。

　当会は、今後も再犯防止と立ち直り支援のため、地域のセーフティネットとし

て、今まで以上に地元自治体と連携を図ってまいります。さらに、地域の皆様と

の交流の場として広く利用していただける開かれた施設として、また地域防災の

拠点として、その役割を果たすことができるよう、役職員一同努力を重ねて参り

ます。

　これまでに賜りましたお力添えに御礼を申し上げますとともに、今後ともご指

導ご支援くださいますようお願い申し上げます。
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竣工までの経緯

平成28年 理事会・評議員会にて平成35年度全面改築承認５月

平成30年 第１回改築準備委員会開催５月

令和元年 理事会・評議員会にて全面改築の１年前倒し承認８月

令和２年 更生保護施設「しらふじ」（島根県）視察２月
監理業社審査会にて監理・設計業社決定
地域住民に改築実施計画を説明、理解を得る
自立準備ホーム千代水寮運営開始

６月

10月

令和４年 JKAから補助金決定通知
更生保護事業振興財団から助成金交付決定通知
監理・設計契約（有限会社アーキテック）

４月  7日
　　21日
　　25日

令和５年 消防検査
完成検査
竣工引渡し

３月  3日
　　  7日
　　10日

備品・厨房機器納品
竣工式

４月  1日
　　11日

入札広告
鳥取市都市整備部建築指導課へ建築確認申請書提出

５月  9日
　　17日

工事施工業者選定、入札、業社決定
工事請負契約（株式会社田中建設）
着工
寮生3名が自立準備ホーム千代水寮に転居。閉業体制に移行
同日、事務所を千代水寮に移転
引き続き、千代水寮において、仮釈放者等を積極的に受け入れる
とともにフォローアップを行う

６月  8日
　　15日
　　18日
　　30日

起工式９月  8日
鉄骨建て方開始10月20日

令和３年 更生保護事業振興財団へ助成金交付要望書提出
公益財団法人JKAへ補助金交付要望書提出

９月

更生保護施設「高坂寮」（高知県）視察６月

「更生保護施設大規模整備事業（全面改築）第６次５か年計画」に 
おいて平成35年度事業対象施設決定

９月平成29年
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